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研究成果の概要（和文）：本研究「英国ドキュメンタリー映画の伝統とブリティッシュ・ニュー・

ウェーヴの総合的研究」は、イギリスのリアリズム映画の表象が、1930年代から 1960年代に
かけて、どのように変容してきたのかを時代ごとに総合的に検証し、20世紀のイギリス映画史
を把握するための一つのパースペクティヴを提唱するものである。本研究の成果は、『ブリティ

ッシュ・ニュー・ウェイヴの映像学――イギリス映画と社会的リアリズムの系譜学』（ミネルヴ

ァ書房、2012年）に結実した。 
 
研究成果の概要（英文）：The aim of my study, “A Study of the Tradition of the British 
Documentary and the British New Wave”, is to examine how the British realist cinema 
developed its representation of the people from the 1930s to the 1960s, and thus to 
establish a perspective to understand the trajectory of the British film history. The result of 
my study, The Poetics of the British New Wave: British Cinema and the Genealogy of 
Social Realism, was published in 2012 by Minerva Press.  
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１．研究開始当初の背景 
（１）近年のイギリス映画研究の傾向の一つ
として、研究対象となる期間を限定した時代
論的なアプローチがあげられる。たとえば、
本研究の核となる 1950 年代に特化した研究
書だけでも、2000 年代前半に三冊出版され
ている。これらの研究は、1950 年代のイギ
リス映画の多様性と特殊性をさまざまな角
度から検証している。こうした時代論的なア

プローチは、精密な映画テクストの分析と幅
広い映像資料や関連一次資料の精査に支え
られており、英国でのイギリス映画研究の着
実な進歩を強く印象づける。本研究はこの時
代論的なアプローチに影響を受けており、
1930年代から 1960年代までのリアリズム映
画の表象を時代ごとに区分して考察してい
くこととなった。 
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（２）イギリス映画研究のもう一つの顕著な
傾向は、通史的な視点である。リアリズム映
画の系譜学を描き出そうとする本研究の支
えとなったのは、ナショナル・シネマとして
のイギリス映画を包括的に検証する、通史的
なイギリス映画史研究と、ドキュメンタリー
という特定のジャンルの進展に焦点をあて
た、より専門的な通史的研究の両者であった。 
 
	 本研究では、（１）時代論的なアプローチ
と（２）通史的なアプローチをバランスよく
取り入れることによって、イギリスのリアリ
ズム映画の歴史的変遷をパノラマ的かつダ
イナミックに描き出すことを試みた。 
 
２．研究の目的 
	 本研究は、イギリスのリアリズム映画の表
象が、1930年代から 1960年代にかけて、ど
のように変容してきたのかを時代ごとに総
合的に検証し、20世紀のイギリス映画史を把
握するための一つのパースペクティヴを提
唱するものである。その視点は以下の三つの
歴史的視点に大別される。 
 
（１）「ドキュメンタリー映画と第二次世界
大戦」：イギリスがナショナリズムの色彩を
強める 1930年代から 1940年代にかけて、ド
キュメンタリー映画の運動が果たした社会
統合的なイデオロギーの機能を分析し、この
運動の後の世代への影響を考察する。 
 
（２）「戦後の福祉社会の到来とフリー・シ
ネマの誕生」：1940年代の窮乏の時代を経て、
福祉国家体制のもと、経済的な繁栄を謳歌し
はじめる 1950 年代に、ドキュメンタリーを
復権させる新しい試みであるフリー・シネマ
運動が誕生した。1956 年を起点とするこの
運動の意義を、同時代の「怒れる若者たち」
の文学・演劇運動や、ニュー・レフト運動の
意義と合わせて考察する。 
 
（３）「ブリティッシュ・ニュー・ウェーヴ
と 1960年代以降の社会的リアリズム」：フリ
ー・シネマの運動の担い手が中核となり、
1950年代末から 1960年代半ばにかけて、イ
ングランド北部の労働者階級の主人公とロ
ケーション撮影を特色とする一連の長編物
語映画を監督し、ブリティッシュ・ニュー・
ウェーヴと呼ばれる運動を形成した。この運
動の意義を同時代的に読み解くと同時に、
（１）、（２）の視点、および 1960 年代以降
のリアリズム映画の表象の問題と連動させ
ながら、通史的に考察する。 
 
	 これらの三つの時代に固有の条件を分析
することは、本研究の重要な課題であるが、
それと同時にそれぞれの時代のリアリズム

映画が直前の時代の表象のどの側面を継承
し、どの側面に変更を加えたのかを検証する
ことは、映画史的な視点からはより重要であ
る。 
	 本研究の最終的な目的は、（１）から（２）
への移行、（２）から（３）への移行へ関心
を払いながら、イギリスのリアリズム映画の
ダイナミズムを時代論的かつ通史的に描き
出すことであった。 
 
３．研究の方法 
	 本研究は三年計画で実施されるため、本研
究の柱となる以下の三つの時代の検証を一
年ごとに順次進めていった。 
 
（１）初年度にあたる平成 22年度は、「ドキ
ュメンタリー映画と第二次世界大戦」をテー
マに研究を遂行した。同テーマに関する基礎
文献の読解を続け、映像資料の視聴を幅広く
行った。年度末の 3 月には、ロンドンの
British Film Instituteの National Library
にて、ドキュメンタリー作家ハンフリー・ジ
ェニングズの未公開映像を視聴するととも
に、同時代の映画雑誌、業界紙、新聞、パン
フレットなどの調査を行った。 
 
（２）平成 23年度は、「戦後の福祉社会の到
来とフリー・シネマの誕生」を中心に研究を
遂行した。同テーマに関する基礎文献の読解
を続け、映像資料の視聴を幅広く行った。ま
た当初の予定よりも研究が進捗したため、翌
年度に予定していた「ブリティッシュ・ニュ
ー・ウェーヴと 1960 年代以降の社会的リア
リズム」の研究にも踏み込むことができた。
ロ ン ド ン の British Film Institute の
National Libraryにて、ジョセフ・ロージー
の 1950 年代の映像を視聴するとともに、同
時代の一次資料の調査を行った。 
 
（３）平成 24 年度は、本研究の最終年度に
あたるため、「ブリティッシュ・ニュー・ウ
ェーヴと 1960 年代以降の社会的リアリズ
ム」を主題に研究を進めるとともに、1930
年代以降のイギリスのリアリズム映画の表
象の変遷を通時的な視点から描き出し、本プ
ロジェクトの総括を行うことに力を注いだ。
拙著『ブリティッシュ・ニュー・ウェイヴの
映像学――イギリス映画と社会的リアリズ
ムの系譜学』（ミネルヴァ書房、2012年）は、
本研究の三年間の成果のアウトプットであ
る。本書の内容に関しては、「研究成果」の
項目にて、記述する。 
 
	 本研究のスムーズな進捗は、年度ごとの目
標設定の適切さと海外でのリサーチの有効
性に多くを負っている。当初の研究計画・方
法の重要性を再認識することになった。 



４．研究成果	 
（１）本研究の成果は、拙著『ブリティッシ
ュ・ニュー・ウェイヴの映像学――イギリス
映画と社会的リアリズムの系譜学』（ミネル
ヴァ書房、2012 年）に結実しているため、
本書の要旨をもって、研究成果報告としたい。
また本書は、2012 年に東京大学大学院総合
文化研究科に提出し、受理された私の博士論
文の中核をなしている。 
 
	 本書では、現在ブリティッシュ・ニュー・
ウェイヴとして総称される映画運動に注目
し、その波動をイギリス映画史の長期的な観
点から把握するとともに、その映画運動を担
った中心人物であるリンゼイ・アンダーソン
とカレル・ライスとトニー・リチャードソン
の重要な映画作品の読解を試みた。本書は、
「フリー・シネマとイギリスのドキュメンタ
リー運動」、「ブリティッシュ・ニュー・ウェ
イヴとリアリズムの諸問題」、「スウィンギン
グ・ロンドンの政治学」、「イギリス映画とメ
タフィクション」の四部から構成され、時系
列に沿って、ブリティッシュ・ニュー・ウェ
イヴの運動それ自体の軌跡と、その運動を担
ったアンダーソンやライスたちの映画作家
としての成長の軌跡の双方を重層的に描き
出すことを目的としている。以下では、各部
の内容を総括していきたい。 
	 第一部「フリー・シネマとイギリスのドキ
ュメンタリー運動」を構成するのは、第一章
「イギリス国民の表象――ドキュメンタリ
ー運動からブリティッシュ・ニュー・ウェイ
ヴまで」である。第一章ではブリティッシ
ュ・ニュー・ウェイヴの前史となるフリー・
シネマの運動に注目し、その運動の映画史上
の立ち位置について精査した。フリー・シネ
マ・プログラムというドキュメンタリー映画
の上映会として活動を開始したフリー・シネ
マは、それ自身の映画史上の立ち位置を自己
演出する際にドキュメンタリー運動の異端
児ハンフリー・ジェニングズを参照枠とした。
その理由は、ジェニングズのドキュメンタリ
ーが、アンダーソンたちにとって、「芸術と
してのドキュメンタリー」の可能性を示唆す
るものであったからだ。しかし、ジョン・グ
リアソン以来のドキュメンタリー運動の歴
史が明らかにするのは、「芸術としてのドキ
ュメンタリー」は、「プロパガンダとしての
ドキュメンタリー」と表裏一体の関係にある
ということだ。こうしてフリー・シネマは、
ドキュメンタリー運動の遺産を全面的に受
け継いでいくことになるが、その遺産はフリ
ー・シネマを経由して、ブリティッシュ・ニ
ュー・ウェイヴ以降の社会的なリアリズムに
も継承されていく。 
	 第二部「ブリティッシュ・ニュー・ウェイ
ヴとリアリズムの諸問題」は、第二章「『土

曜の夜と日曜の朝』の複眼的リアリズム」、
第三章「『長距離走者の孤独』における風景
のリアリズム」、第四章「方法としてのフラ
ッシュバック――『孤独の報酬』における感
情の風景」から成り立つ。ブリティッシュ・
ニュー・ウェイヴの作品群は、イギリスのリ
アリズム映画の歴史について語る際に重要
な位置を占めており、「労働者階級のリアリ
ズム」、「詩的なリアリズム」、「社会的なリア
リズム」など、さまざまな名称で呼ばれてき
た。しかし、それらの名称は、ブリティッシ
ュ・ニュー・ウェイヴの作品群を包括的に記
述するための、一般的なカテゴリーに過ぎず、
個別の映画テクストを論じる際の根拠とし
ては、不十分なものであった。第二部の各章
では、これらのリアリズムのカテゴリーの批
判的検証を、ブリティッシュ・ニュー・ウェ
イヴの作品群のなかでもとりわけ重要な三
つの映画作品のテクスト分析と対位法的に
結びつけることによって、ブリティッシュ・
ニュー・ウェイヴをめぐるリアリズム概念の
刷新を意図した。 
	 第二章では、「労働者階級のリアリズム」
を「複眼的なリアリズム」という観点から捉
え直し、ニュー・レフトの重要な論客リチャ
ード・ホガートとライスの知的交流が、どの
ようにライスの映画作家としての成長に影
響を与えていったのかを分析した。第三章で
は、映画研究者のアンドリュー・ヒグソンに
よる「詩的なリアリズム」についての考察を
批判的に検証するとともに、リチャードソン
の映画テクストを精査していくことによっ
て、リチャードソンの「詩的なリアリズム」
の政治的な可能性を浮き彫りにした。第四章
では、アンダーソンの映画テクストを「社会
的な風景」の探求から「感情的な風景」の探
求への転換点として位置づけることによっ
て、アンダーソンの「社会的なリアリズム」
からの旅立ちの映画史上の意義について検
証した。これらの三つの章を通じて明らかに
なるのは、ブリティッシュ・ニュー・ウェイ
ヴの「リアリズム」の多様性とそのラディカ
ルな政治性である。フリー・シネマの美学＝
政治学は、ブリティッシュ・ニュー・ウェイ
ヴの「リアリズム」映画にもしっかりと継承
されているのである。 
	 第三部「スウィンギング・ロンドンの政治
学」は、第五章「真面目な事柄についてのコ
メディ――『モーガン』と表象の政治学」と
第六章「『ifもしも…』における帝国とコラー
ジュの美学――叙事映画と帝国の表象」から
成り立つ。この二つの章では、ブリティッシ
ュ・ニュー・ウェイヴの社会的なリアリズム
からの政治的な後退として否定的な評価を
与えられてきた、1960 年代後半のいわゆる
「スウィンギング・ロンドン」映画に光を当
て、その表象の美学的、政治的な可能性につ



いて検証した。ライスの『モーガン』とアン
ダーソンの『if もしも…』は、この二人の映
画作家のブリティッシュ・ニュー・ウェイヴ
以降の最初のブレイクスルーとなった重要
な作品である。しかし、その商業的な成功と
は裏腹に、前者の作品は同時代のイギリスの
映画評論家から、後者の作品は 1970 年代の
イギリスの映画研究者から、致命的なほど辛
辣な批判を与えられることになった。第三部
では、このような否定的な評価の歴史化の作
業を通じて、「スウィンギング・ロンドン」
の時代に作られた、二つの希有な映画作品の
再評価を試みた。 
	 第五章では、ライスの映画テクストを「コ
メディ」として捉え直し、その主題とスタイ
ルの喜劇性にポジティヴな要素を見出すこ
とによって、モーガンの現実と空想の弁証法
が孕む、ある種の政治的な可能性について考
察した。第六章では、アンダーソンのテクス
トを「帝国映画」の文脈に位置づけるととも
に、アンダーソンの新機軸となるブレヒト的
な異化効果の映画技法に注目することによ
って、この映画テクストの美学的、政治的な
可能性を浮き彫りにした。これらの二つの章
を通じて明らかになるのは、スウィンギン
グ・ロンドンの時代に作られた二つの映画作
品の強靭な批判精神である。ライスとアンダ
ーソンは、前衛的な映画作家として、表象の
新たな可能性を探り続ける一方で、フリー・
シネマを経由してブリティッシュ・ニュー・
ウェイヴに引き継がれたニュー・レフト的な
政治意識を手放すことは一度もなかったの
である。 
	 第四部「イギリス映画とメタフィクショ
ン」は、第七章「悟りの瞬間――『オー！	 ラ
ッキーマン』とメタフィクション」と第八章
「『フランス軍中尉の女』と時間性のモンタ
ージュ」から成り立つ。この二つの章では、
繊細かつ難解なメタフィクションの構成を
持ちながらも、これまで映画批評においても、
映画研究においても、正面から論じられるこ
との少なかった、アンダーソンとライスの中
期から後期にかけての二つの作品を取り上
げ、テクスト分析を試みた。アンダーソンの
テクストにおいては、サイレント映画のフォ
ーマットとドキュメンタリーのフォーマッ
トが、ライスのテクストにおいては、時間性
のモンタージュが、それぞれのメタフィクシ
ョンを読み解く重要な鍵となっているので
ある。これらのメタフィクションの映画テク
ストが、アンダーソンやライスがスウィンギ
ング・ロンドンの時代に切り開いた表象の戦
略をさらに発展させたものであるのは、言う
までもないだろう。そこでは、美学としての
強度と政治的なメッセージの強度が見事な
調和を見せている。 
	 レイモンド・ウィリアムズが主張するよう

に、「リアリズム」とは、「方法＝スタイル＝
美学としてのリアリズム」と「態度＝批判意
識＝政治としてのリアリズム」の双方を意味
し、その両者の関係は弁証法的に捉えられな
ければならないならば、ブリティッシュ・ニ
ュー・ウェイヴの「リアリズム」は、フリー・
シネマに由来する、その美学＝政治学として
のリアリズムは、アンダーソンやライスのブ
リティッシュ・ニュー・ウェイヴ以降の冒険
にも大きな影響を与え続けることになるだ
ろう。第一部から第四部にかけての通時的な
テクスト分析によって本論文が目指したの
は、アンダーソンやライスのリアリズムの美
学＝政治学の連続性と切断の局面をダイナ
ミックに描き出すことであった。 
 
（２）本研究の国内外における位置づけとイ
ンパクト：拙著『ブリティッシュ・ニュー・
ウェイヴの映像学――イギリス映画と社会
的リアリズムの系譜学』（ミネルヴァ書房、
2012 年）は、これまで表象文化論学会のニ
ューズレターRepre 17 と日本映画学会の会
報第 34 号に書評され、イギリス映画研究の
新たな地平を切り開く試みとして、好意的な
コメントを頂戴している。日本のアカデミー
では、イギリス映画の研究書は、皆無に等し
く、社会的リアリズムというイギリス映画の
「偉大なる伝統」の系譜学となる本研究が、
日本におけるイギリス映画研究の先鞭とな
ることを期待している。 
	 本書の学問的なインパクトは、20世紀全体
のイギリス映画史を眺める上での大きな見
取り図の提示にあり、その見取り図は、20
世紀のイギリス文化史を読み解く上でも重
要な役割を担っていくになるだろう。本書の
学問的な貢献は以下の二点に要約される。 
 
①戦前のドキュメンタリー映画のリアリズ
ムが、時代によって変質を遂げながら、戦後
のフリー・シネマを経由して、ブリティッシ
ュ・ニュー・ウェイヴに継承されていき、イ
ギリス映画の重要な伝統を形成する点が明
らかになる。	 
 
②ジェニングズやアンダーソンといった大
学で英文学を学び、創作活動（絵画や演劇を
含む）や社会運動や批評活動を通じて、同時
代の文化に幅広く大きな影響を与えた人物
に注目することによって、リアリズムの問題
がイギリス映画史の分野にとどまらず、イギ
リス文化全般を読み解く際にも有益な視点
であることが明らかになる。	 
	 
（３）今後の展望としては、以下の二つの方
向性を検討している。	 
	 
①日本のアカデミーにおける現代イギリス



文化に特化した学問コミュニティの形成。
2012 年の日本映画学会大会においてイギリ
ス映画についてのシンポジウムを組織した
経験から、英文学をバックグラウンドとしな
がらも、映像や音楽などポピュラー・カルチ
ャーを柔軟に取り入れた、現代イギリス研究
の可能性を強く感じている。イギリス映画研
究の道を切り開くためにも、こうした柔軟な
組織の開拓と研究者同士のコネクションづ
くりを今後の課題としていきたい。	 
 
②本研究のイギリスのアカデミーへのフィ
ードバック。本研究の成果はすべて日本語で
発表しているために、イギリスの読者には残
念ながら届かない結果におさまっている。日
本人のイギリス映画研究が本国の研究者た
ちに届くようなアウトプットを継続的に進
めていくことを今後の重要な課題としたい。 
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